
アローブ図書館 ☎（48）1808
開館時間：9：00～20：003月の休館日　18（月）

1月予約ランキング

1.	 人間標本	 湊かなえ／KADOKAWA
2.	 星を編む	 凪良ゆう／講談社
3.	 互換性の王子	 雫井脩介／水鈴社
4.	 トヨトミの世襲	 梶山三郎／小学館
5.	 大学教授こそこそ日記	 多井学／三五館シンシャ

　ランニングは、靴一つで始められる手
軽なスポーツですが、その靴が重要です。
タイムを狙う方も、けがを防止したい方
も、まずは自分に合うランニングシューズ
を見つけてみませんか？　暖かくなって、
体が動きだす前に、最高のランニング
シューズを準備しましょう。

『�速くケガなく走りたいなら�
正しくランニングシューズを選びなさい』
　	 野村憲男／作　日東書院本社

図書館イベント

読�み聞かせ	
3/5（火）・19（火）・20（水）	 	 11：00～	
3/24（日）	 	 	 14：00～	
毎週（土）（3/9を除く）	 	 	 14：00～	
（低学年向け）3/3（日）・9（土）	 	 14：00～
ストーリー・テリング（5歳以上）　3/9（土）	 10：30～
わらべ歌	 3/14・28（木）	 11：00～
紙芝居	 3/23（土）	 11：00～
人形劇	 3/29（金）	 11：00～

今月の 
一冊

図書館ＰｉｃｋＵｐ

電子図書館
　電子図書館は、図書館ウェブサイトから閲覧できます。電子
書籍の他にも、朗読シリーズやデジタル紙芝居など、音・映像
で楽しめる資料もありますよ。3カ月ごとに一般、児童の特集も
変わっていくので、チェックしてみてください。

Adam　Simmonds
国際交流員

　海が苦手だと言う人にその理由を聞くと「砂」と答える人は多いでしょう。確かに、
特にこどもと海に行くと、車や玄関が砂だらけになることがあります。
　ポート・フィリップ市（オーストラリア連邦ビクトリア州）のセント・キルダビーチのす
ぐそばには芝生が広がり、ヤシの木が並び、砂が苦手な人でも気持ち良く海でくつ
ろぐことができる公園があります。この公園は「カターニガーデンズ」と呼ばれ、
1890年から1916年まで続いたこのビーチの埋め立てや整備を担った土木技師カル
ロ・カターニの名前が付けられています。
　1852年にイタリアのフィレンツェに生まれたカターニは、1876年からメルボルン
で技師として活躍し、1892年にビクトリア地区の土木管理部の技師長になりました。
セント・キルダのみならず、ビクトリア州各地の橋や道路の建設、河川の管理、湿地帯の農地化などの大規模な土木事業の計

画に関わりました。
　このビーチの整備に、カターニは無償で自分の時間を費やし、知恵を注ぎ込みました。海岸整備委員会
の予算が底を突いたとき、カターニ自身が作業員たちの賃金を立て替えて払ったこともありました。
　カターニは、1918年にセント・キルダの自宅で亡くなりました。その貢献を記念する時計台と胸像が、一
般人からの募金やセント・キルダ市と海岸整備委員会の協力で、1932年に海岸の近くに設置されました。
　カターニが長年かけて作り上げた砂が苦手な人でも楽しめる海辺は、セント・キルダが愛され続ける理由
の一つです。

気持ち良い海辺を作った人

▲カターニガーデンズの一角

▲カターニの胸像

材料（4人分）

作り方
① �米は洗米し、浸水する（さんまの缶詰汁を入れて
も可）。

② さんまは、粗く刻む。
③ ダイコン・ショウガは、千切りにする。
④ ①にしょうゆ・酒を入れて混ぜる。
⑤ �米をならし、③を広げて乗せ、上に②を乗せて炊
飯する。

⑥ 炊きあがったらご飯を混ぜて盛り付ける。

米	 220㌘
水	 360㌘
さんま（味付き缶詰）	 80㌘
ダイコン	 100㌘

ショウガ	 4㌘
しょうゆ	 小さじ2
酒	 大さじ1弱

　さんまの缶詰を使用することで骨まで食べられ、家庭でも
手軽にカルシウムを取ることができます。

ダイコンとさんまの 
炊き込みご飯

▼ ▼
▼ ▼

※2/9に市立保育園で提供したメニューです。

全ての人が持ち、最大限尊重されなければならない権利 「人権」。

文化交流課　☎（45）6266

あらゆる人種差別をなくそう
3/21（木）は「国際人種差別撤廃デー」

「人種」とは 「人種差別」とは

「人種差別」は日本でも 自分ごととして、差別に目を向けよう

Vol.11

肌の色・骨格などの
身体的特徴により人々を分けたもの

人種の違いを理由に、	
政治的・経済的・文化的・社会的に差別すること

　世界では、現在も人種差別が起きていますが、
日本も例外ではありません。
　労働者として来日し、日本に定住する外国人が
増えている一方で、外国人であることを理由に、
居住・就職・サービスの提供を拒否される事案な
どが起こっています。人種差別は、身近で深刻な
問題です。

　人種差別をなくすための第一歩は、「知ろう」という姿勢です。
● 何が問題になっているのかを調べる。
● �自分の表現・考え方が差別的になっていないか	
意識して生活する。

● �差別的な言葉を言われたとき、どんな
感情になるのか、相手の立場に立って
想像する。

「知る」ことが
第一歩

人種差別に遭ったことがなくても、まず、問題に目を向けて、
私たち一人一人ができることを考えてみましょう。

2024.3 302024.331


